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新潟県農業共済組合広報紙
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どしどしご応募ください。

応募先
●〒９５０-０３２７　
　新潟市江南区和田字下通６３５番地１
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●ＦＡＸ 025-385-7755
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1,000円分のクオカードをプレ
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新潟県農業共済組合
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お友達
募集中

公式アカウント

進

勤

演 汁

表
紙
の
紹
介

　
表
紙
の
写
真
は
、
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
従
事
す
る

小
千
谷
市
の
佐
藤
光
司
さ
ん
（
37
歳
右
）、

関
諒
太
郎
さ
ん
（
35
歳
中
央
）、
和
田
智

也
さ
ん
（
27
歳
左
）
で
す
。
ま
も
な
く

始
ま
る
産
業
用
無
人
航
空
機
に
よ
る
水

稲
病
害
虫
共
同
防
除
に
向
け
た
練
習
会

場
で
、
練
習
後
に
撮
影
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
和
田
さ
ん
は
、
２
０
１
９
年
に
無
人

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
免
許
を
取
得
し
、
現
在

は
指
導
員
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
佐
藤
さ
ん
は
、
昨
年
春
に
免
許
を
取

得
し
、
2
シ
ー
ズ
ン
目
。
関
さ
ん
は
、

今
年
か
ら
共
同
防
除
に
参
加
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
初
の
防

除
に
向
け
て
、「
基
本
に
則
っ

て
焦
ら
ず
、
正
確
な
散
布
を
行

っ
て
い
き
た
い
で
す
」
と
意
気

込
み
を
話
し
ま
す
。

長岡実測センター　〒950-0033  長岡市今朝白2丁目7-11　　TEL0258-86-6728　FAX0258-86-6729

中魚沼NOSAIセンター　〒948-0041  十日町市北新田169番地1　TEL025-752-2264　FAX025-750-1178

本　　所　〒950-0327  新潟市江南区和田字下通635番地1　TEL025-288-6888　FAX025-385-7755

新潟支所　〒950-0327  新潟市江南区和田字下通635番地1　TEL025-282-9292　FAX025-280-4378
下越支所　〒959-2415  新発田市住田544番地　　　　　　　TEL0254-33-3901　FAX0254-33-3293

佐渡支所　〒952-1209  佐渡市千種266番地　　　　　　　  TEL0259-63-4121　FAX0259-63-4786
中越支所　〒940-0032  長岡市干場2丁目4番6号　　　　　  TEL0258-36-8022　FAX0258-34-8020
魚沼支所　〒946-0076  魚沼市井口新田547番地12　　　　  TEL025-792-7077　FAX025-792-7799

上越支所　〒943-0824  上越市北城町四丁目４番11号　　　 TEL025-525-1130　FAX025-523-9333
糸魚川NOSAIセンター　〒941-0069  糸魚川市南寺島一丁目6番34号　TEL025-552-1690　FAX025-553-0430

【
組
合
員
の
皆
様
へ
】

　
農
業
保
険
事
業
の
運
営
に
は
、
日
ご
ろ
よ
り
特
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
6
年
2
月
19
日
、
私
ど
も
の
組
合
職
員
が
令
和
6
年
1
月
か
ら
2
月
に

か
け
、
建
物
共
済
評
価
関
係
書
類
の
罹
災
写
真
が
実
際
の
被
害
写
真
で
は
な
い
、

他
の
写
真
を
重
複
利
用
し
て
い
た
こ
と
が
発
覚
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
事
実
関

係
の
調
査
を
行
い
、
14
件
の
重
複
利
用
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
14
件
に
つ

い
て
、
再
評
価
を
行
っ
た
結
果
、
被
害
を
捏
造
し
た
と
思
わ
れ
る
支
払
共
済
金

は
確
認
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
当
該
職
員
を
令
和
6
年
4
月
25
日
付
け
で「
訓
戒
」の
懲
戒
処
分
と
し
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
の
こ
と
を
厳
粛
に
受
け
止
め
、
今
後
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
及

び
内
部
牽
制
機
能
を
更
に
強
化
し
、
再
発
防
止
に
取
り
組
み
、
組
合
員
の
皆
様

か
ら
の
信
頼
回
復
に
つ
と
め
て
ま
い
り
ま
す
。

開

足

始 熱
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全
議
案
が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た

第
8
回 

通
常
総
代
会
開
催

　
第
８
回
通
常
総
代
会
を
６
月
13
日
、
新
潟

市「
新
潟
テ
ル
サ
」に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
開
会
に
先
立
ち
、
尾
田
組
合
長
が
あ
い
さ

つ
し
、
そ
の
後
、
来
賓
の
新
潟
県
農
林
水

産
部
長
（
土
田
良
克
副
部
長
代
理
出
席
）
よ

り
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
総
代
総
数
２
９
６
人
の
う
ち
本

人
出
席
は
１
２
０
人
、
書
面
議
決
で
１
７
３

人
の
方
に
出
席
い
た
だ
き
、
出
席
率
は
99
％

で
し
た
。

　
議
長
に
は
新
潟
市
秋
葉
区
の
志
田
芳
穂
総

代
が
選
出
さ
れ
、令
和
５
年
度
の
事
業
報
告
、

令
和
６
年
度
の
事
業
計
画
な
ど
全
15
議
案
に

つ
い
て
慎
重
に
審
議
さ
れ
、
全
議
案
が
原
案

ど
お
り
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
監
事
の
意
見
書
に
つ
い
て
、氏
名
の
横

に
押
印
は
要
ら
な
い
の
か
。ま
た
、資
料

は
謄
本
な
の
か
。謄
本
で
あ
れ
ば
、『
謄

本
』の
表
記
を
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
の

か
。

　
監
事
の
意
見
書
に
つ
い
て
は
、
原
本

に
は
押
印
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、

総
代
会
の
資
料
に
つ
い
て
は
押
印
の
な

い
形
で
資
料
を
印
刷
し
て
い
る
の
で
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
頂
戴

し
た
ご
意
見
に
つ
い
て
は
、
今
後
詳
細

を
確
認
し
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
建
物
共
済
の
引
受
棟
数
が
４
，７
１

５
棟
減
少
し
て
い
る
。高
齢
に
よ
る
離
農

等
様
々
な
理
由
が
あ
る
と
思
う
が
、加

入
者
の
減
少
を
少
な
く
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

　
ま
た
、組
合
員
数
が
令
和
５
年
度
始

め
は
９
６
，６
０
３
人
だ
っ
た
が
、令
和

５
年
度
末
に
は
９
３
，５
４
５
人
に
減
っ

て
い
る
。組
合
員
数
の
減
少
に
対
し
て
ど

の
よ
う
に
対
処
し
て
い
く
の
か
、理
事
会

等
で
今
後
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

細河総代
（新潟市）

　
産
業
用
無
人
航
空
機
を
７
機
導
入
予

定
と
あ
る
が
、損
害
防
止
収
入
の
予
算

が
昨
年
度
よ
り
約
８
，１
０
０
万
円
減

と
な
っ
て
い
る
。そ
の
原
因
が
防
除
面
積

の
減
少
な
の
で
あ
れ
ば
、７
機
も
購
入

す
る
こ
と
は
適
切
な
の
か
、根
拠
を
教

え
て
欲
し
い
。

　
水
稲
の
防
除
面
積
が
減
少
し
て
き
て

い
る
状
況
を
十
分
踏
ま
え
た
う
え
で
、

産
業
用
無
人
航
空
機
9
機
を
処
分
し
て

7
機
を
導
入
す
る
予
定
で
す
。
最
低
限

の
必
要
台
数
を
更
新
し
て
い
る
の
で

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
特
別
積
立
金
の
取
り
崩
し
は
予
算
の

ど
こ
に
入
っ
て
い
る
の
か
。ま
た
、ど
う

い
う
内
容
の
積
み
立
て
な
の
か
。

植木総代
（柏崎市）
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総
代
会
で
の
質
疑
応
答

組
合
長
あ
い
さ
つ

提
出
議
案

　
令
和
３
年
に
一
県
一
組
合
化
し
て
か

ら
４
年
目
を
迎
え
、
関
係
委
員
等
の
初

め
て
の
改
選
の
年
を
迎
え
て
い
ま
す
。
総

代
各
位
を
は
じ
め
新
た
に
就
任
い
た
だ

い
た
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
５
年
４
月
に
始
ま
っ
た
「
未
来

へ
つ
な
ぐ
」
サ
ポ
ー
ト
運
動
で
は
、
総

共
済
金
額
２
兆
９
，３
５
９
億
円
を
超
え

る
引
受
実
績
と
な
り
、
全
体
目
標
を
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
収
入
保
険
で
は
、
令
和
５
年
度
目

標
３
，３
０
０
経
営
体
に
対
し
、
３
，２

６
６
経
営
体
の
加
入
を
い
た
だ
き
、
目

標
対
比
約
99
％
の
実
績
を
上
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
頻
発
す
る
自
然
災
害
や
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な
ど
の
リ
ス
ク
に

対
し
、
農
業
保
険
の
重
要
性
は
ま
す
ま

す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
は
様
々
な
リ
ス

ク
か
ら
農
業
者
を
お
守
り
し
、
本
県
か

ら
無
保
険
者
を
出
さ
な
い
た
め
に
、
農

業
保
険
の
普
及
推
進
に
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

議長の志田総代
（新潟市）

組合長理事　

尾 田　修 一

祝辞を述べる
新潟県農林水産部長
（土田副部長代理出席）

　
組
合
員
数
及
び
建
物
共
済
の
引
受
は

減
少
し
て
お
り
ま
す
が
、
自
然
災
害
の

被
害
が
多
く
発
生
し
て
い
る
状
況
の

中
、
資
格
を
満
た
し
た
農
家
に
よ
る
組

合
員
数
の
確
保
及
び
建
物
共
済
加
入
棟

数
を
増
や
し
て
い
け
る
よ
う
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

　
予
算
で
は
、
事
業
勘
定
受
入
の
内
訳

で
あ
る
、
農
作
物
共
済
勘
定
受
入
に
収

入
と
し
て
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

こ
の
積
立
金
は
被
害
が
少
な
い
場
合
に

出
た
剰
余
金
を
、
法
定
積
立
金
と
特
別

積
立
金
と
し
て
積
み
立
て
し
、
大
き
な

災
害
時
に
共
済
金
を
お
支
払
い
で
き
る

よ
う
に
備
え
て
い
る
も
の
で
す
。

令
和
５
年
度
事
業
報
告
書
、
財
産
目
録
、

貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、
剰
余
金

処
分
案
及
び
不
足
金
処
理
案
議
決
の
件

第
1
号
議
案

令
和
６
年
度
事
業
計
画
並
び
に
業
務
収

支
予
算
書
議
決
の
件

第
2
号
議
案

令
和
６
年
度
事
務
費
賦
課
額
及
び
徴
収

方
法
議
決
の
件

第
3
号
議
案

令
和
６
年
度
役
員
報
酬
の
額
及
び
顧
問

報
酬
の
額
並
び
に
損
害
評
価
会
委
員
報

酬
及
び
損
害
評
価
員
報
酬
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

部
長
報
酬
及
び
果
樹
推
進
部
長
報
酬
の

額
議
決
の
件

第
4
号
議
案

令
和
６
年
度
役
員
退
任
慰
労
金
の
額
議

決
の
件

第
5
号
議
案

借
入
金
の
最
高
限
度
額
、
借
入
条
件
及

び
償
還
方
法
議
決
の
件

第
6
号
議
案

余
裕
金
預
入
先
金
融
機
関
議
決
の
件

第
7
号
議
案

特
別
積
立
金
取
り
崩
し
額
議
決
の
件

第
8
号
議
案

農
作
物
共
済
（
麦
）
危
険
段
階
別
共
済

掛
金
率
等
設
定
議
決
の
件

第
9
号
議
案

果
樹
共
済
危
険
段
階
別
共
済
掛
金
率
等

設
定
議
決
の
件

第
10
号
議
案

役
員
選
任
議
決
の
件

第
11
号
議
案

損
害
評
価
会
委
員
選
任
承
認
の
件

第
12
号
議
案

家
畜
診
療
所
運
営
委
員
選
任
承
認
の
件

第
13
号
議
案

職
員
給
与
規
則
の
一
部
変
更
承
認
の
件

第
14
号
議
案

新
潟
県
農
業
共
済
組
合
に
お
け
る
実
施

体
制
の
改
善
計
画
承
認
の
件

第
15
号
議
案
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45億3,567万5千円
支出の部

45億3,567万5千円
収入の部

その他支出
2億431万円

人件費
22億5,526万7千円

業務費
3億782万5千円

損害防止費
11億8,038万2千円

受取利息
2億140万5千円

施設費
2億6,198万3千円

受取補助金
12億2,000万2千円

損害防止収入
12億1,631万2千円

事業勘定受入
12億96万1千円

賦課金
2億41万4千円

受託収入
1億2,332万5千円

業務雑収入
2,854万3千円

その他収入
3億4,471万3千円

事務費
1億6,189万5千円

諸税負担金
6,555万1千円

損害評価費
4,617万3千円

普及推進費　4,005万4千円
旅費交通費　1,223万5千円

共済金支払実績令和５年度 令和５年度 令和6年度引受実績

業務収支予算令和６年度

令和５年度引受実績 合計

2兆9,359億522万4千円
令和６年度事業計画 合計

2兆8,265億3,904万4千円

●引受数量
78,476ha
●共済金額
743億4,489万9千円

令和５年度引受実績
水稲

●引受目標数量
73,543ha
●引受目標共済金額
695億5万6千円

令和６年度事業計画
●引受数量
51ha
●共済金額
1,157万1千円

令和５年度引受実績
麦

●引受目標数量
52ha
●引受目標共済金額
1,157万9千円

令和６年度事業計画
●引受数量
11,995頭
●共済金額
17億3,228万8千円

令和５年度引受実績
乳用牛

●引受目標数量
12,202頭
●引受目標共済金額
17億3,069万1千円

令和６年度事業計画

●引受数量
30,622頭
●共済金額
78億176万1千円

令和５年度引受実績
肉用牛

●引受目標数量
31,136頭
●引受目標共済金額
65億2,570万6千円

令和６年度事業計画
●引受数量
10,838頭
●共済金額
7億2,244万3千円

令和５年度引受実績
種豚

●引受目標数量
11,279頭
●引受目標共済金額
7億5,299万円

令和６年度事業計画
●引受数量
59,277頭
●共済金額
5億6,905万9千円

令和５年度引受実績
肉豚

●引受目標数量
57,968頭
●引受目標共済金額
5億6,915万7千円

令和６年度事業計画

●引受数量
15ha
●共済金額
1億5,158万円

令和５年度引受実績
ぶどう

●引受目標数量
13ha
●引受目標共済金額
1億3,265万3千円

令和６年度事業計画
●引受数量
112ha
●共済金額
7億1,339万3千円

令和５年度引受実績
なし

●引受目標数量
105ha
●引受目標共済金額
6億4,320万9千円

令和６年度事業計画
●引受数量
16ha
●共済金額
4,421万3千円

令和５年度引受実績
もも

●引受目標数量
15ha
●引受目標共済金額
3,838万9千円

令和６年度事業計画

●引受数量
69ha
●共済金額
1億2,609万7千円

令和５年度引受実績
かき

●引受目標数量
62ha
●引受目標共済金額
1億1,128万円

令和６年度事業計画
●引受数量
1,919ha
●共済金額
8億4,534万6千円

令和５年度引受実績
大豆

●引受目標数量
1,753ha
●引受目標共済金額
7億5,450万4千円

令和６年度事業計画
●引受数量
338ha
●共済金額
5,831万9千円

令和５年度引受実績
そば

●引受目標数量
322ha
●引受目標共済金額
5,671万1千円

令和６年度事業計画

●引受数量
17,737棟
●共済金額
173億8,318万6千円

令和５年度引受実績
園芸施設

●引受目標数量
17,452棟
●引受目標共済金額
150億4,211万9千円

令和６年度事業計画
●引受数量
153,975棟
●共済金額
2兆4,355億8,409万円

令和５年度引受実績
建物

●引受目標数量
149,357棟
●引受目標共済金額
2兆3,492億円

令和６年度事業計画
●引受数量
178,370台
●共済金額
3,949億1,098万円

令和５年度引受実績
農機具

●引受目標数量
173,225台
●引受目標共済金額
3,805億7,000万円

令和６年度事業計画

共済目的等

水 稲

麦

乳 用 牛

肉 用 牛

種 豚

肉 豚

ぶ ど う

な し

も も

か き

大 豆

そ ば

園 芸 施 設

建 物

農 機 具

保管中農産物補償

収 入 保 険

731.8

283.5

95.6

100.6

5,989.8

46.0

153.2

2,282.6

635.2

674.1

151.6

159.1

60.7

255.8

89.7

-

50.2

被害数量

7,507 ha

20 ha

8,075 頭

6,539 頭

241 頭

283 頭

1 ha

55 ha

2 ha

10 ha

761 ha

188 ha

680 棟

2,610 棟

4,154 台

0 口

678 件

支払共済金

10億2,225万1千円

29万2千円

1億7,135万5千円

2億414万円

1,587万3千円

229万3千円

102万8千円

1億908万5千円

156万9千円

364万円

7,340万7千円

1,182万円

4,106万7千円

14億6,810万6千円

6億6,209万円

0円

6億7,346万2千円

　台風の接近によるフェーン現象のほか、８月には観
測史上最高の平均気温、最少の降水量となった影響
を受けました。農業用水が不足したことによる干害や、
登熟期に高温の影響を受けたことで登熟不良となり、
県下全体で未熟粒等による品質低下が発生しました。

水稲共済

県内の主な被害状況

合　　　　　計
※収入保険については、令和４年契約分の支払額。
※四捨五入のため、合計が一致しない場合があります。

※四捨五入のため、合計が一致しない場合があります。

　４月に降霜による花芽の枯死、降ひょうによる
果実への被害が発生しました。また、８月の記録
的高温や少雨の影響で、日やけ果の発生や小玉と
なる被害が発生しました。

果樹共済

　大規模養豚場での火災事故により、種豚に多数
の死亡事故が発生し、昨年度と比較して大きな被
害となりました。

家畜共済

　火災事故が前年より24棟多い53棟発生し、約
４億円の共済金をお支払いしました。また、令和
６年１月１日に発生した能登半島地震では1,064
棟が被害を受け、約８億円をお支払いしました。

建物共済

●引受数量
906口
●共済金額
9億600万円

令和５年度引受実績
保管中農産物補償

●引受目標数量
900口
●引受目標共済金額
9億円

令和６年度事業計画
●引受数量
3,266件

令和５年度引受実績
収入保険

●引受目標数量
3,725件

令和６年度事業計画
44億6,147万7千円

支払額前年比(％)

事業計画



　「
佐
渡
島
に
は
魅
力
的
な
果
物
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
は
い
く
つ

ご
存
じ
で
す
か
」
と
笑
顔
で
話
す
須
田

拓
也
さ
ん
。
カ
キ
2 

ha
、
ネ
ク
タ
リ
ン

と
モ
モ
60
a
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
30
a
、
そ

の
他
に
リ
ン
ゴ
や
ア
ー
モ
ン
ド
な
ど
、

多
品
目
の
果
樹
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
20
代
を
東
京
で
会
社
員
と
し
て
過
ご

し
た
須
田
さ
ん
は
、
果
樹
農
園
を
経
営

す
る
父
親
か
ら
「
農
業
を
や
っ
て
み
な

い
か
」
と
声
を
か
け
ら
れ
、
２
０
１
６

年
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
ま
し
た
。
現
在
は
父

親
か
ら
指
導
を
受
け
、
冬
場
の
剪
定
か

ら
秋
の
収
穫
作
業
ま
で
、
栽
培
全
般
に

関
わ
る
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「佐渡島の果物を味わって欲しいです」と須田さん

アーモンドの摘果をする須田さん

明日へむかって
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就
農
し
て
か
ら
は
自
然
を
相
手
に
す

る
こ
と
の
難
し
さ
を
痛
感
し
て
お
り
、

「
８
月
か
ら
収
穫
が
始
ま
る
ネ
ク
タ
リ

ン
や
モ
モ
は
、
雨
が
多
い
と
光
合
成
が

で
き
ず
落
果
が
増
え
ま
す
。
逆
に
、
雨

が
少
な
い
と
小
玉
に
な
っ
た
り
、
実
の

水
分
量
が
減
っ
て
品
質
が
低
下
し
ま

す
」
と
苦
労
を
話
し
ま
す
。

　
し
か
し
、
努
力
の
甲
斐
あ
っ
て
満
足

の
い
く
果
物
が
収
穫
で
き
た
時
の
達
成

感
や
、
お
客
様
か
ら
「
美
味
し
か
っ
た

よ
」
と
声
を
か
け
ら
れ
た
時
の
喜
び
は
、

何
物
に
も
代
え
難
い
感
動
が
あ
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　
佐
渡
島
産
果
物
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
向

上
し
て
行
き
た
い
と
考
え
る
須
田
さ
ん

は
「
佐
渡
の
果
物
は
味
が
良
く
、
品
質

も
高
い
の
に
知
名
度
が
ま
だ
ま
だ
低

い
。
同
じ
品
目
・
品
種
を
栽
培
し
て
も
、

全
国
的
に
有
名
な
産
地
と
比
較
す
る
と

価
格
が
２
〜
３
割
安
い
で
す
」
と
課
題

を
挙
げ
ま
す
。

　
個
人
で
で
き
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ

る
と
考
え
、
ま
ず
は
栽
培
者
を
増
や
す

た
め
の
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。
栽

培
者
が
い
な
く
な
っ
た
園
地
を
借
り

て
、
２
０
１
９
年
か
ら
果
樹
栽
培
未
経

験
の
友
人
達
を
誘
っ
て
カ
キ
を
共
同
栽

培
し
て
い
ま
す
。「
現
在
は
Ｊ
Ａ
佐
渡

が
廃
園
地
対
策
の
窓
口
と
な
り
、
少
し

ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
園
地
に
新
し
い

栽
培
者
が
入
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
」
と
手
応
え
を
話
し
ま
す
。

　
須
田
さ
ん
は
新
た
な
作
物
の
栽
培
に

も
挑
戦
し
て
お
り
、
２
０
１
９
年
に

ア
ー
モ
ン
ド
を
定
植
し
ま
し
た
。
昨
年

か
ら
収
穫
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
収

穫
し
た
ア
ー
モ
ン
ド
は
島
内
の
ホ
テ
ル

に
卸
す
な
ど
し
て
、
販
路
の
拡
大
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　「
佐
渡
島
の
よ
う
な
離
島
で
、
様
々

な
魅
力
あ
ふ
れ
る
果
物
が
採
れ
る
の
は

面
白
い
で
す
よ
ね
。
皆
さ
ん
に
喜
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
て
い
き
ま
す
」
と

前
を
向
き
ま
す
。

須
田
農
園

電
話
０
９
０
‒
２
６
２
７
‒
３
１
７
８

Uターン就農
　地元のブランド力向上を目指す 須　田　拓　也さん（36）

佐渡市長畝
ながうね

農
業
の
難
し
さ
と
喜
び

栽
培
者
を
増
や
し
た
い

ア
ー
モ
ン
ド
栽
培
に
挑
戦



　
台
風
が
直
撃
す
る
と
、甚
大
な
被
害
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
場
合
に
備
え
て
、
園
芸
施
設
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

　
例
年
、
９
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
は
台
風
の
発
生
が
多
く
、
強
風
に
よ
る
被
害
に

警
戒
が
必
要
な
時
期
で
す
。

　
本
県
で
は
、
過
去
５
年
間
に
発
生
し
て
い
る
共
済
事
故
の
中
で
、
風
害
が
全
体
の

約
４
分
の
３
を
占
め
て
い
ま
す
（
図
１
参
照
）。

　
台
風
は
、
発
生
か
ら
到
達
ま
で
数
日
か
か
る
た
め
、
少
な
い
な
が
ら
も
準
備
期
間

が
あ
り
ま
す
。
被
害
を
低
減
さ
せ
る
た
め
、
下
記
の
構
造
強
化
対
策
を
参
考
に
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
被
覆
材
の
た
る
み
や
留
め
金
具
の
緩
み
、
被
覆
材
の
隙
間
等
の

風
の
吹
き
込
み
口
が
あ
る
こ
と
で
被
害
を
助
長
す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
対
策
を

し
っ
か
り
と
行
い
ま
し
ょ
う
。

「
復
旧
費
用
特
約
」
や
「
資
産
価
値

の
10
割
ま
で
補
償
で
き
る
特
約
」

な
ど
、
農
家
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た

さ
ま
ざ
ま
な
プ
ラ
ン
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
い
制
度
内
容
や
お
見
積
り
の

ご
依
頼
は
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
！

風害による被覆材の被害

ミライさん

9 8

園
芸
施
設
共
済 

加
入
者
の 

に
加
入
し
ま
し
ょ
う
!!

補
強
資
材
等
に
よ
る

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
構
造
強
化
対
策

安
心
し
て
営
農
す
る
た
め
に

長
谷
川
　
栄
一
さ
ん（
75
歳
）

イ
チ
ゴ
19 

a

（
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
４
棟
）

　
２
０
２
３
年
10
月
に
吹
い
た
突
風
で
、

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
２
棟
が
本
体
被
害
を
受

け
ま
し
た
。
被
災
当
時
は
、
定
植
直
後

の
イ
チ
ゴ
の
栽
培
中
で
、
早
急
に
復
旧

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
職
員
に
連
絡
し
た
と
こ

ろ
、
す
ぐ
に
損
害
評
価
に
来
て
く
れ
て
、

共
済
金
の
受
け
取
り
ま
で
ス
ム
ー
ズ
に

対
応
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
今
は
資
材

費
が
高
騰
し
て
い
る
の
で
、
共
済
金
を

ハ
ウ
ス
の
再
建
費
用
に
充
て
る
こ
と
が

で
き
、
大
変
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。

　
近
年
頻
発
し
て
い
る
自
然
災
害
を
見

る
と
、
い
つ
ど
ん
な
被
害
に
遭
う
か
分

か
り
ま
せ
ん
。
特
に
強
風
は
、
一
年
を

通
し
て
発
生
リ
ス
ク
が
あ
り
、
一
番
恐

怖
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
自
然
災
害
で
一
夜
に
し
て
経
営
基
盤

を
失
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
の
で
、

こ
の
よ
う
な
予
期
せ
ぬ
事
態
に
備
え
て

園
芸
施
設
共
済
に
加
入
し
て
お
く
こ
と

が
大
切
で
す
ね
。
被
害
に
遭
っ
た
時
の

こ
と
を
考
え
る
と
、
掛
金
が
高
い
と
は

思
い
ま
せ
ん
。

　
加
入
に
あ
た
っ
て
は
、
１
万
円
を
超

え
る
損
害
か
ら
補
償
で
き
る
特
約
を
付

け
て
い
ま
す
。
小
さ
な
被
害
か
ら
補
償

が
あ
る
の
は
う
れ
し
い
で
す
。

　
園
芸
施
設
共
済
に
加
入
し
て
い
る
こ

と
で
安
心
し
て
営
農
で
き
て
い
る
の
で
、

継
続
し
て
加
入
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　
強
風
・
台
風
等
で
破
損
し
や
す
い
箇
所

の
補
強
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
パ
イ
プ
、

被
覆
資
材
の
耐
力
を
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

　
風
向
き
に
よ
り
被
災
パ
タ
ー
ン
が
異
な

り
、
補
強
位
置
等
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、

適
切
な
補
強
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

必
要
以
上
に
屋
根
部
や
側
面
部
を
補
強
す

る
と
ハ
ウ
ス
内
の
光
量
が
不
足
し
、
作
物

の
成
長
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
り

ま
す
の
で
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

新
発
田
市
真
野
原

※R1~R5年の被害棟数で集計（図1）

園
芸
施
設
共
済
は
…
…

●
主
に
鉄
骨
や
パ
イ
プ
の
施
設
本
体
や
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
の
被
覆
材
を

　
補
償
し
ま
す
。

●
特
約
を
除
く
掛
金
は
国
が
半
分
負
担
し
て
い
ま
す
。

●『
１
万
円
特
約
』
を
付
加
す
る
こ
と
で
、
損
害
額
が
１
万
を
超
え

　
る
損
害
か
ら
共
済
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
危
険
段
階
別
掛
金
率
が
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
事
故
が
な
い
と
段

　
階
ご
と
に
掛
金
が
安
く
な
り
ま
す
。

園芸施設
共済

声

園
芸
施
設
共
済

!!

台
風
（
強
風
）

対
策
に
つ
い
て

〝

〞

【共済事故別の被害割合】

風害74.0%

雪害18.8%

病害1.5%

落雷1.1% その他4.6%

風害
雪害

落雷
その他

病害（作物のみの被害）

約4分の3が
風害による被害

風 向

風 向

つっかえ棒等による肩部補強

太めのパイプにて局部的に補強 引っ張り資材による肩部補強

妻部に近い３スパン分と側面部に
防風ネット等を張る

局部風圧を受ける部分を
重点的に補強する。

風上側の肩の部分に力が
かかるため、軒の変形を
防止する。

※台風通過中は、人命優先のため、無茶な補強作業等は絶対に行わないでください。



　全
国
各
地
で
調
査
や
指
導
を
行
う
ほ
か
、

野
生
動
物
の
保
護
管
理
な
ど
を
目
指
す
「
新

潟
ワ
イ
ル
ド
ラ
イ
フ
リ
サ
ー
チ
」
や
鳥
獣
害

対
策
の
支
援
を
行
う
「
株
式
会
社
う
ぃ
る
こ
」

を
運
営
す
る
な
ど
、鳥
獣
対
策
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
活
躍
中
。

長岡技術科学大学
野生動物管理工学研究室
山  本  麻  希准教授

50cm

30cm

15cm

3段目

2段目

1段目

20cm

15cm

15cm

農 地

電気柵（例①）
▼

電気柵（例②）
▼

近づけない…

近づけない… 草刈りの
徹底を
忘れずに!!

電気柵を斜面のそばに設置すると…

飛びこえる！激突する！

1m以上

②
斜
面
下
の
農
地
は
工
夫
を
！

　
斜
面
下
に
農
地
が
あ
る
場
合
、
飛
び

越
え
ら
れ
た
り
、
斜
面
を
転
が
っ
た
勢

い
で
侵
入
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
図
③
の
よ
う
に
、

イ
ノ
シ
シ
が
止
ま
る
よ
う
斜
面
か
ら
１

m
以
上
離
し
た
位
置
に
設
置
し
、
姿
を

隠
さ
せ
な
い
よ
う
草
を
刈
る
か（
例
①
）、

斜
面
の
上
に
設
置
す
る
（
例
②
）
と
効

果
的
で
す
。

③
集
落
全
体
で
設
置
を
！

　
集
落
全
体
で
、
電
気
柵
を
設
置
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
加
害
個
体
が
他
集
落

に
移
動
し
な
い
よ
う
、
有
害
捕
獲
を
同

時
に
行
う
な
ど
対
策
を
と
る
こ
と
が
大

事
で
す
。

イ
ノ
シ
シ
か
ら

　農
作
物
を
守
る
!!

【
管
理
方
法
】

　
電
気
柵
の
下
、
及
び
周
り
１
m
は
草

刈
り
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。
イ
ノ
シ

シ
は
自
身
の
姿
が
隠
れ
て
い
な
い
こ
と

を
嫌
が
る
習
性
が
あ
る
た
め
、
柵
の
学

習
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
雑
草
へ
の
漏
電

対
策
に
も
な
り
ま
す
。

【
わ
な
の
設
置
】

　
被
害
農
地
の
周
辺
に
い
る
加
害
個
体

を
捕
獲
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
わ
な

を
設
置
し
た
い
場
合
は
、
狩
猟
免
許
を

持
つ
猟
友
会
な
ど
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

　
ま
た
、
イ
ノ
シ
シ
の
通
り
道
の
う
ち
、

森
へ
の
出
入
口
に
設
置
す
る
と
効
果
的

な
た
め
、
森
へ
の
出
入
口
を
見
つ
け
た

場
合
は
、猟
友
会
に
併
せ
て
伝
え
ま
し
ょ

う
。
　

【
狩
猟
免
許
の
取
得
】

　
自
ら
わ
な
を
設
置
し
た
い
方
は
、
狩

猟
免
許
の
取
得
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

行
政
が
実
施
し
て
い
る
狩
猟
免
許
試
験

や
研
修
会
な
ど
を
積
極
的
に
受
講
し
ま

し
ょ
う
。

【
農
作
物
被
害
の
現
状
】

　
新
潟
県
内
の
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作

物
へ
の
被
害
額
は
令
和
5
年
度
（
速
報

値
）
で
約
２
億
5
，7
0
0
万
円
と
な
り
、

こ
こ
数
年
は
高
止
ま
り
の
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。
県
内
で
は
イ
ノ
シ
シ
に
よ

る
被
害
が
最
も
多
く
、
約
７
，5
０
０
万

円
と
な
っ
て
お
り
、対
策
が
必
須
と
な
っ

て
い
ま
す
。（
図
①
）

　
そ
こ
で
、
鳥
獣
被
害
対
策
の
専
門
家

で
あ
る
長
岡
技
術
科
学
大
学
の
山
本
准

教
授
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

【
獣
害
対
策
（
イ
ノ
シ
シ
）
に
つ
い
て
】

Ｑ
．
ど
の
よ
う
な
時
間
帯
に
出
没
し
や

す
い
で
す
か
。

Ａ
．
イ
ノ
シ
シ
は
臆
病
な
性
格
の
た
め
、

人
目
に
つ
か
な
い
時
間
帯
で
あ
る
夜
に

出
没
し
、
農
作
物
へ
の
加
害
を
行
い
ま

す
。

　
収
穫
残
渣
や
生
ご
み
な
ど
イ
ノ
シ
シ

が
人
里
に
下
り
る
誘
因
と
な
る
も
の
は
、

放
置
し
な
い
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

Ｑ
．
ど
の
よ
う
な
対
策
が
有
効
で
す
か
。

Ａ
．
イ
ノ
シ
シ
へ
の
基
本
対
策
は
、
電

気
柵
と
有
害
捕
獲
に
な
り
ま
す
。

【
効
果
的
な
設
置
方
法
】

①
電
気
柵
は
３
段
に
！

　
１
段
目
は
イ
ノ
シ
シ
の
鼻
が
触
れ
や

す
い
15
㎝
、
２
段
目
は
30
㎝
、
３
段
目

は
飛
び
越
え
ら
れ
な
い
よ
う
目
線
よ
り

も
高
い
50
㎝
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

（
図
②
）

　
ま
た
、
イ
ノ
シ
シ
に
有
効
な
４
，０
０

０
V
以
上
の
電
圧
が
出
て
い
る
か
、
忘

れ
ず
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

﹇
共
済
事
故
﹈

①
風
水
害

　②
干
害

　③
ひ
ょ
う
害

④
冷
害

　⑤
凍
霜
害

　⑥
寒
害

⑦
雨
害
湿
潤
害

　⑧
冷
湿
害

　

⑨
土
壌
湿
潤
害

　⑩
地
震
害

　⑪
雷
害

⑫
噴
火
の
害

　⑬
地
す
べ
り
の
害

　

⑭
そ
の
他
気
象
上
の
原
因
に
よ
る
災
害

⑮
火
災

　⑯
病
害

　⑰
虫
害

　⑱
鳥
害

⑲
獣
害

　
水
稲
の
収
穫
期
が
近
づ
い
て
き

ま
し
た
。

　
昨
年
は
、
記
録
的
な
猛
暑
や
水

不
足
に
よ
り
、
干
害
や
一
等
米
比

率
の
低
下
な
ど
、
大
き
な
被
害
が

発
生
し
ま
し
た
。

　
加
入
者
の
皆
様
に
は
、
別
途
評

価
日
程
や
被
害
申
告
方
法
な
ど
を

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
水
稲
共
済
に
は
、
半
相
殺
方
式
、

全
相
殺
方
式
、
地
域
イ
ン
デ
ッ
ク

ス
方
式
、
品
質
方
式
が
あ
り
、
加

入
方
式
に
よ
っ
て
被
害
申
告
の
基

準
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
内
容
を

確
認
し
て
い
た
だ
き
、
共
済
事
故

に
よ
る
減
収
が
見
込
ま
れ
る
場
合

に
は
、
指
定
さ
れ
た
期
日
ま
で
に

忘
れ
ず
に
被
害
申
告
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
共
済
事
故
以
外
の
原
因
に
よ
る
損
害

　（倒
伏
、
根
腐
れ
、
薬
害
等
）
や
不
適

　切
な
肥
培
管
理
に
よ
る
減
収
は
対
象

　と
な
り
ま
せ
ん
。

損
害
評
価
の
お
知
ら
せ

生
育
状
況
を
確
認
し
、

収
穫
前
に
被
害
申
告
を

水不足により海水が逆流し、枯死したほ場
（新潟市豊栄地区）

イノシシにより踏み荒らされたほ場

ざ
ん  

さ

電
気
柵

有
害
捕
獲

日
常
の
予
防
対
策

11 10

【
最
後
に
】

　野
生
生
物
と
人
間
の
共
存
に

は
、
居
住
地
域
の
す
み
分
け
を

し
っ
か
り
と
行
う
こ
と
が
大
事

で
す
。
次
の
加
害
個
体
を
生
み

出
さ
な
い
よ
う
一
人
一
人
が
責

任
を
も
っ
て
行
動
し
ま
し
ょ

う
。

水稲共済
図2

図1

図3

その他鳥類　
約7,500万円

イノシシ　
約7,500万円

サル　
約1,500万円

その他獣類
(クマ、タヌキ他)　
約2,800万円

カラス　
約6,400万円

（令和５年度速報値）

令和5年度　
約2億5,700万円

【野生鳥獣による農作物被害金額】

出典：新潟県鳥獣被害対策支援センター
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アロニアベリーで着色した梅干しや
ドライフルーツなど、様々な製品がある

「アロニアベリーを中心に、五泉市の産業が
もっと活性化してくれたら」と桐生さん（右）、
商品企画担当の松尾光さん（左）

これから成長するレモンの実

レモンの生育を楽しみにしている石黒さん

「みんなのひろば」は各支所での
出来事や、地域の話題、NOSAI
部長さんや組合員さんにスポット
をあて、紹介するコーナーです。

下越
支所

新潟
支所

支所通信

　新
発
田
市
板
山
に
あ
る
石
黒
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
園
は
、
高
品
質
な
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
を
栽
培
し
て
お
り
、

ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
と
コ
ラ
ボ
企
画
を

し
た
り
、
自
身
の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

に
投
稿
し
た
り
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し

情
報
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
同
園
で
は
２
０
２
２
年
冬
か
ら
レ

モ
ン
の
試
験
栽
培
の
協
力
を
新
潟
中

央
青
果
に
依
頼
さ
れ
、
栽
培
経
験
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
熱
意
に
押

さ
れ
協
力
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

「
花
木
栽
培
の
延
長
線
上
に
レ
モ
ン

栽
培
は
あ
る
と
思
っ
て
い
る
」
と
石

黒
さ
ん
。
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
栽
培
で
高

い
技
術
を
持
つ
石
黒
さ
ん
は
、
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
と
同
様
に
高
品
質
な
レ

モ
ン
の
栽
培
を
目
指
し
、
自
身
の
経

験
を
活
か
し
て
試
行
錯
誤
を
繰
り
返

し
て
い
ま
す
。

　
雪
国
の
新
潟
県
で
は
温
度
管
理
が

課
題
と
な
る
た
め
、
水
稲
育
苗
後
の

ハ
ウ
ス
利
用
を
視
野
に
、
ハ
ウ
ス
内

で
栽
培
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
水

稲
育
苗
時
に
は
ハ
ウ
ス
の
外
に
出
せ

る
よ
う
に
鉢
植
え
で
育
て
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ハ
ウ
ス
内
で
の
栽
培
の

た
め
、
上
に
伸
び
過
ぎ
な
い
こ
と
や
、

ダ
ニ
や
ハ
モ
グ
リ
バ
エ
に
も
注
意
が

必
要
だ
と
い
い
ま
す
。

　「
１
年
目
よ
り
２
年
目
、
３
年
目

と
良
い
実
に
な
っ
て
い
る
。
今
後
が

楽
し
み
だ
」
と
石
黒
さ
ん
は
試
行
錯

誤
の
成
果
が
出
て
い
る
こ
と
を
喜
び

ま
す
。

「
石
黒
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
園
」
　石
　黒
　正
　良
さ
ん（
67
）

レ
モ
ン
栽
培
に
試
行
錯
誤

フ
ァ
ー
ム
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

　桐
生
　将
文
さ
ん（
35
）

代

　
　表

　樋
口
　紘
一
さ
ん（
80
）

五
泉
市
赤
海
「
株
式
会
社
サ
ン
フ
ァ
ー
ム
泉
」

地
元
に
恩
返
し

ア
ロ
ニ
ア
ベ
リ
ー
の
産
地
化
を
目
指
す

　「株
式
会
社
サ
ン
フ
ァ
ー
ム
泉
」

で
は
ア
ロ
ニ
ア
ベ
リ
ー
の
収
穫
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
同
社
は
ア
ロ
ニ
ア

ベ
リ
ー
の
栽
培
・
加
工
販
売
を
目
的

に
、
２
０
０
８
年
に
創
設
。
地
域
の

耕
作
放
棄
地
を
活
用
し
、
合
計
1.2 

ha

を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
ア
ロ
ニ
ア
ベ
リ
ー
は
バ
ラ
科
ア
ロ

ニ
ア
属
の
果
樹
で
、
ス
ー
パ
ー
フ
ー

ド
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
高
い
栄
養
価
が

あ
り
ま
す
。
中
で
も
、
美
肌
や
ア
ン

チ
エ
イ
ジ
ン
グ
に
効
果
が
あ
る
と
い

う
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
は
、
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
の
３
倍
以
上
も
含
ま
れ
て
い
ま

す
。

　
同
社
で
は
農
薬
や
化
学
肥
料
を
一

切
使
用
し
な
い
自
然
栽
培
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
桐
生
さ
ん
は
「
除
草

剤
も
使
っ
て
い
な
い
の
で
、
年
に
5

回
ほ
ど
行
う
草
刈
り
は
す
ご
く
大
変

で
す
。
草
刈
り
を
怠
る
と
、
ツ
タ
の

よ
う
な
雑
草
が
木
に
絡
み
つ
い
て
生

長
が
阻
害
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
」
と

苦
労
を
話
し
ま
す
。

　
ア
ロ
ニ
ア
ベ
リ
ー
は
渋
み
が
強
く

生
食
に
は
向
か
な
い
た
め
、
ジ
ャ
ム

や
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の
加
工
品
と
し
て

販
売
し
て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
ア

ロ
ニ
ア
ベ
リ
ー
本
来
の
味
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。

　「
ア
ロ
ニ
ア
ベ
リ
ー
商
品
の
魅
力

を
発
信
す
る
こ
と
で
、
そ
の
特
産
地

と
し
て
五
泉
を
全
国
に
知
っ
て
も
ら

い
た
い
で
す
」
と
力
強
く
話
し
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
に

対
応
し
て
い
て
安
心
で
す

丸
山

　留
太
郎
さ
ん（
69
歳
）

Ｑ 

収
入
保
険
に
は
い
つ
か
ら
加
入
し
ま

し
た
か
。
ま
た
、
加
入
し
た
理
由
は
何

で
す
か
。

Ａ 

２
０
２
１
年
か
ら
加
入
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
ま
で
は
果
樹
共
済
に
加
入
し

て
い
ま
し
た
が
、
加
入
方
式
に
よ
り
対

象
と
な
る
被
害
が
限
ら
れ
て
お
り
、
思

う
よ
う
な
補
償
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
も

多
か
っ
た
で
す
。

　
近
年
で
は
、
今
ま
で
に
体
験
し
た
こ

と
の
な
い
異
常
気
象
が
続
き
、
病
害
の

発
生
も
多
い
の
で
加
入
を
検
討
し
ま
し

た
。
個
人
の
基
準
収
入
に
応
じ
て
補
償

さ
れ
る
こ
と
も
魅
力
で
し
た
ね
。

Ｑ 

収
入
保
険
の
メ
リ
ッ
ト
は
何
で
す
か
。

Ａ  

異
常
気
象
や
病
害
に
よ
る
減
収
は
も

ち
ろ
ん
、
市
場
の
価
格
低
下
等
の
自
分

の
力
で
は
対
応
出
来
な
い
こ
と
も
補
償

対
象
と
な
る
こ
と
で
す
。

Ｑ  

収
入
保
険
に
対
し
て
、
改
善
し
て
ほ

し
い
事
項
は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ  

物
価
上
昇
に
よ
り
農
薬
等
の
資
材
価

格
の
高
騰
が
顕
著
で
す
。
生
産
者
の
努

力
に
も
限
界
が
あ
る
の
で
、
経
費
面
も

考
慮
し
て
も
ら
え
る
と
あ
り
が
た
い
で

す
。

三
条
市
大
島ナ

シ
1.5 

ha
・
モ
モ
10 

a

ズ
バ
リ
聞
き
ま
し
た
!!

収
入
保
険

加
入
者
に

阿
賀
野
市
・
五
泉
市
・
妙
高
市

収
入
保
険
の
保
険
料
補
助
に
対
し
て
感
謝
状
贈
呈左から、田邊五泉市長・

佐々木副組合長・関川理事
左から、長田理事・市村第一理事・

城戸妙高市長
き　ど

左から、尾田組合長・加藤阿賀野市長・笠原理事

　
こ
の
た
び
、
全
国
農
業
共
済
組
合

連
合
会
は
、
収
入
保
険
加
入
者
に
対

す
る
保
険
料
等
の
助
成
措
置
を
実
施

し
、
農
業
者
の
経
営
安
定
と
収
入
保

険
の
普
及
拡
大
に
多
大
な
貢
献
を
い

た
だ
い
た
、
県
内
７
市
１
村
の
う
ち
、

阿
賀
野
市
と
五
泉
市
、
妙
高
市
に
対

し
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

五
泉
市
赤
海
1
‐
1
4
‐
5
6

☎
0
2
5
0
‐
4
7
‐
8
8
0
8

新
発
田
市
板
山
3
0
2
0
‐
2

☎
0
9
0
‐
3
4
0
3
‐
8
5
3
6

新
発
田
市
板
山
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妙
高
市
に
あ
る「
妙
高
山
麓
直
売
セ
ン
タ
ー
と
ま
と
」

は
、
長
野
県
と
の
県
境
に
近
く
、
標
高
約
５
０
０
m
に

あ
る
直
売
所
で
、２
０
０
５
年
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
店
内
に
は
妙
高
産
の
野
菜
の
ほ
か
、
春
は
タ
ラ
の
芽

や
ネ
マ
ガ
リ
ダ
ケ
な
ど
の
山
菜
、
秋
に
は
ヤ
ブ
タ
ケ
な

ど
の
キ
ノ
コ
類
も
並
び
、『
妙
高
山
の
自
然
豊
か
な
四

季
折
々
の
旬
』
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
８
月
下
旬
か
ら
９
月
に
か
け
て
販
売
さ
れ
る
「
夏
秋

ト
マ
ト
」
と
「
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
」
は
、
昼
と
夜
の
寒
暖

差
に
よ
り
甘
味
が
強
く
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の
多
い
大
人
気

商
品
で
す
。
現
在
は
、
約
２
７
０
人
の
生
産
者
が
登
録

し
て
お
り
、
朝
早
く
か
ら
収
穫
さ
れ
た
新
鮮
な
野
菜
が

並
び
ま
す
。
　

　
ま
た
、
館
内
に
は
「
食
事
処
妙
高
」
も
あ
り
、
妙
高

在
来
品
種
の
そ
ば
粉
を
使
っ
た
「
十
割
手
打
ち
そ
ば
」

Cooking

トマト
新潟のトマトは、甘みと酸味のバランスが良く、濃厚な
味が特徴です。県内の主な産地は新潟市で、４月から12
月まで、真冬を除いてほぼ１年中出荷されています。
トマトはリコピン、ビタミンＣ、カリウム、食物繊維な
ど豊富な栄養成分を含んでいます。特に、老化や生活習
慣病の予防効果が期待できるリコピンの
抗酸化作用には注目が集まっています。

フルーツトマトと卵の塩味炒め

美味しく・
楽しくうちごはん♥

ノーサイくん

【材　料】 ２人分

①〈たれ〉の材料をボウルで混ぜ合わせる。
②トマトのヘタを取り、底に十字の切り込みを入れる。
　アスパラガスは、斜め切りにする。ねぎは、みじん切りにする。

⑦もう一度油を入れ、ねぎを入れて香りを出し、材料を
すべて加える。

　さらに①を入れて炒め、ごま油を加えて完成。

③沸かしたお湯にトマトを10秒ほどくぐらせ、冷水に取る。

⑤湯むきに使った③のお湯に適量の塩と油を加え、
　アスパラガスときくらげを３０秒～１分間茹でる。
⑥鍋に油を入れ、卵を香りが出るまで炒め、一度別皿にあげる。

【作り方】

©新潟ウチごはんプレミアム

④トマトの皮をむいて４等分し、600Ｗのレンジで１分間加熱する。

日本の滝百選「苗名滝」

人気の「十割手打ちそば」

地元で採れた山菜などが並びます

新潟市中央区  ホテルイタリア軒SHI-EN  料理長  関優也 様  考案

「新潟ウチごはん
プレミアムHP」

➡➡➡

卵は香りが出るまで炒めます。
レンジで出たトマトの水気は
全部使い切りましょう。加熱
するとリコピンの吸収率が
アップします。

コメリ様●

至上越 至長野

至上越 至長野

妙高はねうまライン

妙 

高 

市妙
高
山
麓
直
売
セ
ン
タ
ー
と
ま
と

が
お
す
す
め
で
す
。

　
季
節
ご
と
に
色
々
な
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
し
て

い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　
少
し
足
を
延
ば
せ
ば
「
苗
名
滝
」
や
「
い
も

り
池
」
な
ど
風
光
明
媚
な
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
り
、

雄
大
な
妙
高
の
自
然
を
満
喫
し
て
い
た
だ
け
ま

す
。
ぜ
ひ
、
お
出
か
け
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

ぐるり旅

（
（

フルーツトマト　 ２個
アスパラガス　　 ２本
きくらげ　　　　 ３～４個
　卵　　　　　　 ２個
ね　ぎ　　　　　 少々
ごま油　　　　　 少々
〈たれ〉
水（お湯）　　　　60cc　
片栗粉 　　　　　４g
鶏ガラスープの素  小さじ1/2
　塩 　　　　　　１g　　
砂　糖  　　　　  小さじ1/2
〈油〉
茹で用（⑤）　　  小さじ1
炒め用（⑥）　　  大さじ2
炒め用（⑦）　　  大さじ2

住　　所 　妙高市坂口新田430-1
電話番号 　0255-82-2760
営業時間 　直売所 4～8月 　9時～17時30分
　　　　　　　　9～12月 9時～17時
　　　　　　　　 1～3月　 9時～16時
　　　　  食事処 11時～15時

18

上信越自動車道

妙高山麓直売センターとまと

坂口北
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台風に備えて（園芸施設共済）・・・・・・・・・・・・・・・P8～9
イノシシ対策（農作物共済）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P10～11

新潟県農業共済組合広報紙

締切り
令和6年9月6日㈮
当日消印有効

応募方法
はがき、ＦＡＸ、ｅ-mailに「NOSAIクイズ
8月号」と明記のうえ  ①クイズの答え　
②郵便番号　③住所　④氏名（ふりがな）
⑤年齢　⑥電話番号　⑦ＮＯＳＡＩや広報紙
へのご意見、ご要望などを記入のうえ、
どしどしご応募ください。

応募先
●〒９５０-０３２７　
　新潟市江南区和田字下通６３５番地１
　ＮＯＳＡＩ新潟　クイズ係まで
●ＦＡＸ 025-385-7755
●ｅ-mail  kikaku＠nosai-niigata.or.jp

N O S A I  クイズ

正解者の中から抽選で20名様に
1,000円分のクオカードをプレ
ゼントします。

空欄に入る漢字を入れてできる二字熟語は何でしょう。

漢字を組み立てて二字熟語を
完成させてください

4月号のこたえ「理 想」　応募数/566名　正解数/563名  ※当選者は発送をもって発表にかえさせていただきます。

第8回 通常総代会・・・・・・・・・P2～

新潟県農業共済組合

ホームページ NOSAI新潟

お友達
募集中

公式アカウント

進

勤

演 汁

表
紙
の
紹
介

　
表
紙
の
写
真
は
、
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
従
事
す
る

小
千
谷
市
の
佐
藤
光
司
さ
ん
（
37
歳
右
）、

関
諒
太
郎
さ
ん
（
35
歳
中
央
）、
和
田
智

也
さ
ん
（
27
歳
左
）
で
す
。
ま
も
な
く

始
ま
る
産
業
用
無
人
航
空
機
に
よ
る
水

稲
病
害
虫
共
同
防
除
に
向
け
た
練
習
会

場
で
、
練
習
後
に
撮
影
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
和
田
さ
ん
は
、
２
０
１
９
年
に
無
人

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
免
許
を
取
得
し
、
現
在

は
指
導
員
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
佐
藤
さ
ん
は
、
昨
年
春
に
免
許
を
取

得
し
、
2
シ
ー
ズ
ン
目
。
関
さ
ん
は
、

今
年
か
ら
共
同
防
除
に
参
加
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
初
の
防

除
に
向
け
て
、「
基
本
に
則
っ

て
焦
ら
ず
、
正
確
な
散
布
を
行

っ
て
い
き
た
い
で
す
」
と
意
気

込
み
を
話
し
ま
す
。

長岡実測センター　〒950-0033  長岡市今朝白2丁目7-11　　TEL0258-86-6728　FAX0258-86-6729

中魚沼NOSAIセンター　〒948-0041  十日町市北新田169番地1　TEL025-752-2264　FAX025-750-1178

本　　所　〒950-0327  新潟市江南区和田字下通635番地1　TEL025-288-6888　FAX025-385-7755

新潟支所　〒950-0327  新潟市江南区和田字下通635番地1　TEL025-282-9292　FAX025-280-4378
下越支所　〒959-2415  新発田市住田544番地　　　　　　　TEL0254-33-3901　FAX0254-33-3293

佐渡支所　〒952-1209  佐渡市千種266番地　　　　　　　  TEL0259-63-4121　FAX0259-63-4786
中越支所　〒940-0032  長岡市干場2丁目4番6号　　　　　  TEL0258-36-8022　FAX0258-34-8020
魚沼支所　〒946-0076  魚沼市井口新田547番地12　　　　  TEL025-792-7077　FAX025-792-7799

上越支所　〒943-0824  上越市北城町四丁目４番11号　　　 TEL025-525-1130　FAX025-523-9333
糸魚川NOSAIセンター　〒941-0069  糸魚川市南寺島一丁目6番34号　TEL025-552-1690　FAX025-553-0430

【
組
合
員
の
皆
様
へ
】

　
農
業
保
険
事
業
の
運
営
に
は
、
日
ご
ろ
よ
り
特
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
6
年
2
月
19
日
、
私
ど
も
の
組
合
職
員
が
令
和
6
年
1
月
か
ら
2
月
に

か
け
、
建
物
共
済
評
価
関
係
書
類
の
罹
災
写
真
が
実
際
の
被
害
写
真
で
は
な
い
、

他
の
写
真
を
重
複
利
用
し
て
い
た
こ
と
が
発
覚
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
事
実
関

係
の
調
査
を
行
い
、
14
件
の
重
複
利
用
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
14
件
に
つ

い
て
、
再
評
価
を
行
っ
た
結
果
、
被
害
を
捏
造
し
た
と
思
わ
れ
る
支
払
共
済
金

は
確
認
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
当
該
職
員
を
令
和
6
年
4
月
25
日
付
け
で「
訓
戒
」の
懲
戒
処
分
と
し
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
の
こ
と
を
厳
粛
に
受
け
止
め
、
今
後
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
及

び
内
部
牽
制
機
能
を
更
に
強
化
し
、
再
発
防
止
に
取
り
組
み
、
組
合
員
の
皆
様

か
ら
の
信
頼
回
復
に
つ
と
め
て
ま
い
り
ま
す
。

開

足

始 熱

2024.8
AugustNo.19


